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１．はじめに 

2022 年度より，高等学校では『地理総合』が必履

修科目としては始まった．『地理総合』の三本の柱と

して，GIS が含まれている．高校において GIS を活

用するためには，以前から多くの課題が挙げられて

いる(井田 2016; 谷・斎藤 2019 など)．人的な課題と

しては，地理を専門ではない歴史や公民が専門の教

員や地理が専門でも年配の教員など，大学で GIS を

学んだことがない教員が『地理総合』を担当する可

能性が高いことが挙げられている．設備的な課題と

しては，PC 教室は情報の授業が利用しているため，

十分に『地理総合』の授業で利用できないことや，

一般教室は PC やタブレットを利用する環境として

十分整備ができていない高校が多いこと，教材とし

て利用できるGISが不足していることなどが挙げら

れている． 

筆者らは，これまで現場の高校の教員の意見を聞

きながら，いくつかの高校教育で利用することを想

定した GIS を作成してきた(根元 2018; 根元・夏目 

2021 など)．しかし，授業を行う上で重要な要素とな

ってくるのは，教科書であると考えられる．特に，

GIS を学んだことがない教員が GIS を教える場合，

教科書に大きく依存した学習内容になる可能性が考

えられる．そこで，本研究では，『地理総合』の教科

書を全て集め，それらの教科書の中で GIS がどのよ

うな扱いとなっているのかを確認した．さらに GIS

に関わる重要語句を抽出し，それらの重要語句につ

いて学習できるような GIS 教材を開発した． 

 

２．研究手法 

2.1．研究の流れ 

本研究では，以下のように研究を行った． 

教科書の確認を行うため，『地理総合』の文部科学

省検定済教科書を収集した．それらの教科書の記載

内容を確認し，重要語句を抜き出した．それらを考

察し，必要であると考えられる GIS 教材を導き出し

た． 

上記を踏まえて，GIS 教材を開発し，協力研究者

の現場の高校教員に確認を行った． 

 

2.2．教科書の確認 

『地理総合』の教科書の確認を行うために，2022

年度用に出版された『地理総合』用の教科書を全て

収集した．利用した教科書は以下の通りである． 

⚫ 東京書籍『地理総合』地総-701(松原ほか, 2022) 

以下，東京書籍教科書と記載する． 

⚫ 実教出版『地理総合』地総-702(吉田ほか, 2022) 

以下，実教出版教科書と記載する． 

⚫ 帝国書院『高等学校 新地理総合』地総-703(戸

井田ほか, 2022) 

『地理総合』の重要語句に基づいた GIS教材の開発 
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以下，帝国書院教科書と記載する． 

⚫ 二宮書店『地理総合 世界に学び地域へつなぐ』

地総-704(菊地ほか, 2022) 

以下，二宮書店教科書 1 と記載する． 

⚫ 二宮書店『わたしたちの地理総合 世界から日

本へ』地総-705(井田ほか, 2022) 

以下，二宮書店教科書 2 と記載する． 

⚫ 第一学習社『地理総合』地総-706(淺野ほか, 

2022) 

以下，第一学習社教科書と記載する． 

これらの教科書の内容の中から，主に地図と GIS

について学習する章の本文について，記載内容を確

認し，それらを比較した．そこから必要となるであ

ろう GIS 教材の立ち位置について考察を行った． 

また，各教科書から太字となっている重要語句と

なっている用語を抽出し，リスト化した．これらに

ついても考察を行い，GIS 教材として作成する必要

がある用語について考察を行った． 

 

2.3．GIS 教材の開発 

教科書の確認結果を踏まえて，GIS 教材の開発を

行った．開発に使用したプログラミング言語は，

javascript が主である．GIS エンジンとして，javascript

ライブラリである Leaflet を利用した．また，レイヤ

の設定を行うプラグインとして，『L.multiControl』

(clavijojuan, 2022)を用いた． 

レイヤとして用いるデータとして，本研究では，

国土数値情報の『学校(ポイント)』，『鉄道(ライン)』，

『中学校区(ポリゴン)』を利用し，背景画像として

OpenStreetMap を利用した． 

 

３．教科書の確認結果と考察 

3.1．教科書の記載内容の確認結果 

各教科書の記載内容について確認した結果，以下

のようなことがわかった． 

『高等学校学習指導要領(平成 30 年告示)』(文部

科学省, 2018)にあるように GIS は，「地図や地理情報

システムで捉える現代世界」ということで，地図全

般に関する学習と一連になって GISについても学習

することになっている．各社の教科書ともこの原則

はもちろん守りながらも，記載内容についてはかな

りばらつきがあった． 

東京書籍教科書(松原ほか, 2022)では，GIS が技術

の発展や法律の制定によって導入されてきた沿革に

ついて簡単に触れられている．リモートセンシング

や GNSS などといった技術やレイヤやオーバーレイ

などの専門用語も登場し，専門的な内容となってい

る．また，『今昔マップ on the web』，『地理院地図』，

『Google マップ』，『RESAS』，『MANDARA』など多

くの GIS ソフトウェア名が登場し，幅広く実用的な

GIS についても扱っている． 

実教出版教科書(吉田ほか, 2022)では，地図の中に

おいてのGISの立ち位置について説明しており，GIS

の有用性の説明と透明シートを使ったGISの疑似学

習を行う内容となっている． 

帝国書院教科書(戸井田ほか, 2022)では，GIS は気

づかないうちに使っている技術であり，GNSS やリ

モートセンシング，ビッグデータなどと結びついて

幅広い範囲で利用されていると書かれている．『地理

院地図』や『e-Stat』，『地図で見る統計(jSTAT MAP)』，

『RESAS』などの紹介もあり，実際に使うことので

きる GIS も触れられている． 

二宮書店教科書 1(菊地ほか, 2022)では，身の回り

にあるインターネット上の地図から電子地図が活用

されており，法律やデータの整備から地理院地図を

用いて様々な地図を見ることができることが書かれ

ている．その上で，ベクタ型やラスタ型，点データ，

線データ，面データといった GIS の専門用語が登場

し，GIS データをダウンロードして地図を作成する

など，専門的な内容となっている． 

二宮書店教科書 2(井田ほか, 2022)では，地理情報

とは何だろうかという疑問から始まって，地理情報

について説明した上でGISがそれを扱うためのシス

テムであることを答えている．その GIS が GNSS や

その他の技術と結びついて様々な分野で活躍してい

ると説明されている． 

第一学習社教科書(淺野ほか, 2022)では，前項目の

地図の説明から地図を電子化していった話題の次に

GIS が登場する．GIS についての簡単な説明のうえ

で GISは様々な分野で活用されていることが書かれ
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ている．さらに『地理院地図』の使い方についても

説明されている． 

 

3.2．重要語句の抽出結果 

表 1 は，各教科書の重要語句の中から，GIS に関

すると考えられるものを抜き出して，表にしたもの

である．教科書によって表記が違うが，同じ用語を

示していると考えられるものについては，1 つにま

とめた． 

全ての教科書に重要語句として登場する用語は，

GIS，一般図，主題図，地形図である．GNSS と GPS

を同じ位置座標を取得する衛星システムという概念

で考えると GNSS あるいは GPS も全ての教科書で

重要語句として登場しているといえる． 

電子地図もしくはデジタル地図という用語は帝国

書院教科書以外は重要語句となっているが，帝国書

院教科書にも重要語句ではないが登場している．そ

の他，表 1 に挙げたのは重要語句として太字になっ

ている用語だが，重要語句ではないが登場している

用語は多くあった． 

GIS の概念を示す重要な用語として地理情報及び

地理空間情報が挙げられる．地理情報もしくは地理

表 1 各教科書の重要語句の分布(一部用語を抜粋) 

 

用語
東京書籍

教科書

実教出版

教科書

帝国書院

教科書

二宮書店

教科書1

二宮書店

教科書2

第一学習社

教科書

GIS ○ ○ ○ ○ ○ ○

WebGIS ○

電子地図・デジタル地図 ○ ○ ○ ○ ○

電子国土基本図 ○ ○ ○ ○

地理空間情報活用推進基本法 ○ ○

一般図 ○ ○ ○ ○ ○ ○

主題図 ○ ○ ○ ○ ○ ○

地形図 ○ ○ ○ ○ ○ ○

基盤地図情報 ○

地理情報・地理空間情報 ○ ○ ○ ○ ○

位置情報 ○

属性情報 ○

ベクタ型 ○

ラスタ型 ○

レイヤ ○ ○

縮尺 ○ ○ ○

点データ ○

線データ ○

面データ ○

オーバーレイ ○

ズームレベル ○

地理院地図 ○ ○ ○ ○ ○

地域経済分析システム(RESAS) ○

地図で見る統計(JSTAT MAP) ○

GNSS ○ ○ ○ ○ ○

GPS ○ ○ ○ ○

みちびき ○ ○ ○

リモートセンシング ○ ○

ビッグデータ ○ ○
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空間情報は，第一学習社教科書以外では登場した．

しかし，同じ意味合いで使われていると考えられる

が，統一されていなかった．その他，二宮書店教科

書 1 に特に専門用語が重要語句として挙げられてい

た．その他の教科書でもレイヤなどの用語は登場し

たが，重要語句の扱いになっていない教科書が多か

った． 

また，地理院地図が実教出版教科書以外で重要語

句となっており，各教科書会社が GIS の事例として

『地理院地図』を取り上げていることが分かる．そ

の他，帝国書院教科書だけだが，『地域経済分析シス

テム(RESAS)』と『地図で見る統計(JSTAT MAP)』も

重要語句として太字で挙げられていた． 

 

3.3．考察 

このように教科書によって，記載内容や重要語句

にはかなり差異があることがわかった． 

記載内容について，厳密には次に分けるような内

容はそれぞれ入り交じっているものの，GIS の説明

の展開は大きくは次のように分けられると筆者らは

考えた． 

東京書籍教科書や二宮書店教科書 1 は，どちらか

というと時系列的な経緯から説明されている．実教

出版教科書と第一学習社教科書は地図の中で GISは

どのようなものかという説明がされている．帝国書

院教科書と二宮書店教科書 2 は，生活で使われてい

る地図から GIS へと話をつなげている． 

上記のような GIS の説明からワークとして『地理

院地図』などの実際に利用できる GIS ソフトウェア

へと話が発展している． 

しかし，『地理院地図』などは GIS を利用したこと

のある人間にとっては非常に使いやすく便利な GIS

ではあるものの，教科書で簡単な GIS の説明を受け

ただけの初学者がいきなり『地理院地図』などの実

用的な GISソフトウェアを扱えるかは疑問が残ると

ころである．特に GIS は，色んなところで使われて

いるというような簡単な説明や地図をレイヤとして

重ねるものであるというような説明を受けた上で，

それを『地理院地図』などの GIS ソフトウェア上で

実感できるかは疑問がわくところである． 

実際，『地理院地図』では，年代別の航空写真の見

方や災害リスクの確認方法などの「やり方」は動画

や説明などで詳しく確認することができる．しかし，

用語の説明などはなく，知っている前提あるいは知

らなくてもやり方が分かれば良いという形で，それ

そのものだけでは学習には不向きであると考えられ

る．これを補うためには，授業を行う教員が丁寧な

説明をしなければならないと考えられるが，GIS を

学んだことがない教員が多く地理総合を担当する現

実を考えると，難しいと考えざるを得ない． 

この点について，現場の高校教員に確認してみた

ところ，実用的な GISよりも教材として利用できる，

わかりやすく扱いやすいGIS があると良いのではな

いかという意見を得た．今後の GIS を活用していく

ためには，『地理院地図』のような便利で実用的な

GIS ソフトウェアを使えるようになるに越したこと

はないが，教材としては，教科書と実用的な GIS ソ

フトウェアの間を取り持つような GIS教材が必要な

のではないかと考えられる． 

そこで，どのような内容の GIS 教材を作成すべき

かを確認するために，重要語句について検討を行っ

た．重要語句の多くは，固有名詞や技術名が多く，

それそのものを説明するのはより細かい説明をする

のが良いと考えられる．GIS 教材として学習するべ

き内容としては，レイヤや地理情報(地理空間情報)

といった GIS の専門用語であろうと考えた． 

 

４．GIS教材の開発 

3.3 より，GIS 教材として作成するべきものは，教

科書と実用的な GIS の間を取り持つような GIS の専

門用語を学べるようなものであると導き出された．

また，現場の高校教員からは，わかりやすく扱いや

すい GIS が良いという意見も得ている．これらを踏

まえて，重要語句となっている GIS の専門用語を学

習するためだけの GIS 教材を開発した．『地理院地

図』などの実用的な GIS ソフトウェアは，実用的で

あるが故に様々な機能や情報が付加されているが，

本研究で開発した GIS 教材は，該当の用語について

学ぶためだけの機能と情報しか持たない． 

本研究で開発した GIS教材のレイヤについて学習
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するための事例の画像を図 1 に示す． 

 

図 1 レイヤを学習するための GIS 教材の画面 

 

本研究では，協力研究者の現場の高校教員が世田

谷区の高校に勤務しているため，図 1 のように世田

谷区の中学校と中学校区，鉄道を題材とした．それ

ぞれ，世田谷区の中学校は東京都の『学校(ポイント)』

から，世田谷区の中学校区は東京都の『中学校区(ポ

リゴン)』から，鉄道は全国の『鉄道(ライン)』から

それぞれ抽出し，GeoJSON として変換して利用した． 

右上部にある各レイヤのコントロールウィンドウ

を操作することによって，表示・非表示，色合い，

不透明度，レイヤの表示順を変更することができる．

さらに，それぞれの操作についてポップアップで説

明を加えた．単純な内容の GIS 教材ではあるが，GIS

初学者が学ぶには，これくらい単純なものの方が良

いのではないかと考えられる． 

 

５．おわりに 

本研究では，2022 年度より高等学校で始まった

『地理総合』について，各社の教科書を確認し，そ

の GISに関する記載内容と重要語句について確認を

行った．その結果，各教科書によって記載内容の展

開の仕方と重要語句の取捨選択ともにばらつきがあ

ることがわかった． 

各社の教科書の記載内容として，GIS に関する説

明を行った上で，ワークの『地理院地図』などの実

用的な GISソフトウェアの利用に進んでいることが

多いことがわかった．実際は，授業時間の関係上な

どにより，ワークを飛ばしてしまう可能性も十分考

えられるが，本文の説明をした上で，ワークとして

実用的なGISソフトウェアを利用しようとするのは，

授業を担当する教員が丁寧な説明をしなければなら

ないと推測された．しかし，GIS を学んだことがな

い教員が地理総合を担当する可能性が高いことを考

えると，現実的ではなく，その間を取り持つような

GIS 教材が必要なのではないかと考えられた． 

また，重要語句については，GIS，一般図，主題図，

地形図を除くと，取捨選択にばらつきがあることが

わかった．特に電子地図とデジタル地図，地理情報

と地理空間情報というように同じ意味合いで使われ

ていると考えられるが，表記が統一されていない用

語があることもわかった．この点について，現場の

高校教員に確認してみたところ，用語の表記が統一

されていないことはよくあることだが，困る部分で

もあるということである．その他，重要語句になっ

ているのは一部だが，GIS の専門用語も多く教科書

には書かれていることがわかった． 

そこで，本研究では，教科書と実用的な GIS ソフ

トウェアの間を取り持つように，重要語句となって

いる GISの専門用語を学べるようなGIS教材を作成

した．これによって，やることは単純だが，その用

語についてのみ学ぶことができる教材システムを開

発することができたと考えられる．今後，このシス

テムを実際に利用して，学習ができるか確認してい

く予定である． 

なお，本システムを現場の高校教員に見せたとこ

ろ，実教出版教科書に付属していたような透明シー

トなどのアナログ教材でも学習することができる内

容については，授業方法も工夫ができるということ

だった．本当に必要な GIS 教材は，教科書と実用的

な GISソフトウェアの間を取り持つようなものであ

ることは間違いないが，より GIS でなければできな

いような内容を学習できるものではないかという意

見を得た．高校の授業内容として十分になり立ち，

GIS でなければできないような内容としてどのよう
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なものが挙げられるのか，またそれをどのように開

発するのかが今後の課題である． 
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